























【方法】対象は、通所介護施設（A、B、C の 3 施設）を
利用している高齢難聴者 40 例（男性 13 例、女性 27 例）
であった。年齢は 65 歳～99 歳であった。平均聴力レベル




40dB 未満群（14 例）と 41dB 以上群（26 例）に分類し
て分析を行った。なお、各施設の等価騒音レベルは A 施
設が 60.9dBA、B 施設では 64.2dBA、C 施設では 61.7dBA
であった。 
 
【結果】聴力レベル 40dB で 2 群に分けたところ平均年齢
は、40dB 未満群と比べて 41dB 以上群は有意に高かく、
語音明瞭度も 40dB 未満群は有意に高かった。日本聴覚医
学会きこえの質問紙の回答について、自己評価が異なった
のは「1 対 1 の聞き取り」を除く 9 項目に有意差が認めら





























対 1 の聞き取り」を除く 9 項目について聴性行動評価が
大きく異なる可能性が示唆された。 
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